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2013.11.22　齋藤旬（www.llc.ip.rcast.u-tokyo.ac.jp）　rev.1
読者から頂いた「もう少し詳しく説明して」にお応えすることにしよう。このところ続けた翻訳物に出てきた二つのキーワードについての説明要請だ。一つ目のキーワードは、ハーバーマスの言う「産湯の赤ん坊」（コラム６４）。もう一つのキーワードはテイラーの言う「この感覚」：history is on our side.（コラム６３）。前者については今週、後者については来週以降取り上げてみよう。
　まず、「産湯の赤ん坊」から。その意味するところから思い出してみよう。そもそもコラム６４のInter-viewerであるMendieta氏の最初の質問に答えて、ハーバーマスが発言したのがこの「産湯の赤ん坊」だったことから思い出そう。この「やりとり」を再掲する。
　なお、校正に手間取ったのか出版が2年も引き伸ばされた『Habermas and Religion』が一昨日ようやっと私の手元に届いた。恐らくこの本が、Charles Taylorの『A Secular Age』、Ratzinger & Habermasの『ポスト世俗化時代の哲学と宗教　Dialectics of Secularism: On Reason and Religion』と合わさって「ポスト世俗論」の最高三連峰となっていくと思う。読み進んだら随時このコラムで気づいたことを披露していくつもり。

　では、HabermasへMendietaが質問を発するところから．．．。
Eduardo Mendieta (EM)：　過去2-3年間、貴方は宗教の問題について、哲学、政治、社会学、moral、認識論、の一連のperspectivesから検討されてきました。貴方は2008年秋のYale大学での講義で、社会論と世俗化論のlinkについて再考すべきであるという観点から、宗教が行っているchallenge（難事業） --- 世界社会において不可欠なものとして宗教自らをrenewalしようとしている --- について説明しました。そういった幾つかの講義で貴方は、近代化論と世俗化論をuncoupleする必要があるとsuggestなさっています。貴方の意図はどういうものでしょうか？　西洋社会論の主流、即ちパレート（Pareto 1848-1923）によって始められ、デュルケム（Durkheim 1858-1917）によって続けられ、ウェーバー（Weber 1864-1920）によって絶頂期に達した理論と距離を置くものでしょうか。広く認められた明らかなEurocentrismとは一線を画するものでしょうか？
Jürgen Habermas (JH):　まだ産湯につかっているような赤ん坊を、おもてに放り出すようなことはしてはいけませんよ。即ち、世俗化社会学に関するdebateは、医学でいうところの「予後診断」としてまだ編集を加えられている段階です。他方で、宗教システムは今では全く違うものとなっていて、pastoral care（患者とその家族の心のケア）に限定されています。即ち、宗教の他の機能は大幅に削（そ）がれています。そして、社会の近代化と、宗教が日増しにその重要性を失っていくこと、との間にはglobal connection --- 宗教が消失したと確認できるほどのcloseなconnection --- はありません。･･･
　･･･という「やりとり」だった。ものすごく端折っていえば、
EM：ポスト世俗論は、パレート、デュルケム、ウェーバーの理論と距離をおくものなのか？
JH：「産湯の赤ん坊」を表てに放り出すんじゃない。詳しく論じるのは時期尚早。
というものだ。
　ここで「ポスト世俗論」とは、”post secular studies”を意味する。今、"post secular studies"でググると75,300件ヒットした。日本ではほとんど取り上げられないが欧米ではものすごくホット、というか西洋社会科学では最もホットな話題だ。ちなみに、Post secularismというWikipedia項目がつい最近できた。その一行目にはぶっきら棒な解説があるあるだけだ。
　Postsecularism is a theoretical concept whose central idea is that Western Secularism may have come to an end.　
和訳すると、
　『ポスト世俗主義とは一つの理論概念であり、その中心アイデアは「西洋の世俗主義は恐らく終焉を迎えつつある」である。』
となる。
　「パレート、デュルケム、ウェーバーの理論」とは、ものすごく捨象して言えば、「近代経済学」「corporate経済学」のことだ。だからEMの質問を更に更に、私流に換言すると、
EM：「近代経済」「corporate経済」が終焉を迎え、新たな経済
が始まったのですか？
となる。この質問に対しHabermasが、「産湯の赤ん坊」を表てに放り出すようなことはするんじゃない。時期尚早。．．．と応じている。つまりHabermasは、「新たな経済は始まったが、まだ「産湯の赤ん坊」の段階にある。」と言っているのだ。まとめると、
EM：「近代経済」「corporate経済」が終焉を迎え、新たな経済が始まったのですか？

JH：新たな経済は始まったが、まだ「産湯の赤ん坊」の段階にある。

となる。

　
　では、日本人は安閑としてcorporate経済をまだ続けていて良いか、というとそんなことはない。結論から言うと、この「新たな経済」「産湯の赤ん坊」は確かに赤ん坊だがsuper babyであり、ものすごい「成長力」を有している。既に米国とドイツの経済を推進するメイン・エンジンとなっている。また、旧来の「近代経済」「corporate経済」は、高度経済成長を完了した日本では、その成長力あるいはエンジン推進力に衰えがみられ、「身長はもう伸びない」。あるいは過去のコラムで論じたように、「飛行高度の現状維持が精一杯であり、どこかに緊急着陸を一回試みる余力だけしか残っていない。」という状態だ。
　欧米は「産湯の赤ん坊」かもしれないが、日本は「ゆでガエル」。確かに、Habermasの様な哲学者は、この社会innovationを論ずるに慎重だが、欧米と新興国の新たな経済の実業家たち（赤ん坊？）の動きは大規模だし、何より「速い」。世論や政治を動かして、「Check the box」「At Risk Law」や「Planned経済からProject経済へ：Germany 2020計画」や「環太平洋Partnership：TPP」の様に、ガンガン進んでいく。欧米は、新たな「社会公理系」も思慮分別も旺盛な成長力も備えたsuper babyに変身したのだ。
　ところが日本はどうだ。まるで「ゆでガエル」だ。「ゆでガエル」とは…、冬眠中のカエルを地中から覚醒しないようにそっと捕まえてきて、熱湯の入ったビーカーに入れれば、さすがに途端に覚醒し、カエルはビーカーからピョンと飛び跳ねて逃げ出す。「ゆでガエル」とはならない。ところが、冬眠中のカエルを適温のお湯の入ったビーカーにトポンと入れるとどうか。そのカエルは、この場合は、快適に眠ったままでいる。そこで、アルコール・ランプをビーカーの下に据えてお湯を徐々に温めるとどうか。そのカエルは依然として、スヤスヤと眠ったままでいる。そして、お湯の温度は更に上昇し、20度C、30度Cと上がっていくとどうか。なんと、カエルは冬眠したまま、半睡状態だ。「おっ、そろそろ春が来たかな」ってな具合だ。40度C 、50度C、「ちょっと熱めなお風呂だな」ってな具合で半睡状態を続ける。人間に例えると、就寝時、冬に布団の足元に入れる湯たんぽやアンカの様なものだ。少しぐらい熱くても、眠ってしまえば皮膚感覚も判断力も失われ、何時しか「低温やけど」に至る。この冬眠ガエルも同じ、というかもっとヒドイ災難に会う。お湯の温度が徐々に温まるので何時までも覚醒しない。60度C、70度C、環境変化に気づかない、そしてついには、、、「ゆでガエル」となって絶命するまで本人（本カエル）は気づかないのである…。オソマツな話。
　日本は「ゆでガエル」だ。西洋社会に大きな社会innovationが起きたのに、それに気づかず、かつての「高度経済成長」の夢を見続け、半睡状態のまま「ゆで上がり」を待つカエルだ。このままでは本人も知らぬ間に絶命する。
　西洋社会に今回起きた社会innovationは、Habermasの様な哲学者から見れば確かに「産湯の赤ん坊」かもしれない。しかし実際の西洋社会、その実業界ビジネス界産業界に生きる人々は、そんな呑気な気構えでは無い。特に、今現在「西洋に追い付け追い越せ」に忙しい新興国、シンガポールや韓国や南米・アフリカの人々は、「半睡状態のニッポンにはこのままずっと眠っていてもらおう」ぐらいに思っているに違いない。

Habermasの「産湯の赤ん坊」に、決して、我々日本人は油断してはならない。

今週は以上。来週も乞うご期待。

� ポスト世俗論の意味をここでは「新たな経済学」と狭くとらえたが、本来のポスト世俗論は、世俗主義が衰微した後の、政治、経済、文化、宗教、芸術、科学、行政、司法、法、慣習、事業組織（会社）、統治、税制など、社会構成要素全体を論じるものだ。注意されたい。
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